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私が最初に副会長を務めさせていただい

たのは 2000 年でした。会長が荻野博先生、

副会長が玉尾皓平先生という中で、不慣

れな若輩者はついて行くので精一杯でし

た。２回目は 2006 年、吉良満夫先生が会

長、田中正人先生が副会長の時でした。

この時のトピックスのひとつはアジアケ

イ素シンポジウム（ASiS）の発足でした。

日本、韓国、中国で開催地を持ち回るこ

とは決まっていました。継続する上での

懸念は運営資金でした。他国からの援助

を習慣にせず、開催国で自己完結させる

ことで合意したのは大きかったと思って

います。隔年で開催され、日韓中で２巡

したあと今年シンガポールで開催された

こと、喜ばしいかぎりです。 

2000 年当時を企業側から見ますと、シリ

コーン産業を創出したダウコーニングと

ジェネラル・エレクトリックを中心に、

有機ケイ素化学界への支援が世界的に続

いていました。有機ケイ素化学への投資

が長期的にシリコーン工業を超える大き

な成果となって戻ってくると期待されて

いたからです。ケイ素化学協会への支援

も、財政・人の両方で大きかったと思い

ます。 

ただ 1990 年代の後半には、シリコーン産

業に大きな投資を続けることへの疑問も

出始めていたようです。それが形となっ

て表れたのが、2006 年にジェネラル・エ

レクトリックがシリコーン事業をモメン

ティブに売却したことでした。シリコー

ン産業への投資（人や設備の維持も含め

て）の相対価値が低下したことを示唆し

ていました。それ以降、国内にも世界に

もシリコーン産業の大きな変化があり、

ついにはダウコーニングまでが変化の渦

中に巻き込まれました。 

有機ケイ素化学を取り巻く産業界は、ケ

イ素化学協会設立時から大きく変わりま

した。しかし、現在も将来も、有機ケイ

素化学への産業界からの期待はあるはず

で、それは当協会の賛助会員数や企業の

正会員数からもわかります。では、産業

界は何を期待しているか、はなはだ曖昧

です。賛助会員で討議して提案するとい

った類のことではないと思っています。 

大学の先生方に私からご提案したいこと

があります。先生方がなさっている研究

が将来世の中とどのようにつながって行

くか、夢を持ち、その夢を学生さんたち、

そして企業の方々に語っていただきたい。

経産省などが言う「出口」というよりも

「夢」だと思います。この「夢」は、大

学と企業の接点を作り、増やすのに有効

だと私は考えています。 
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